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ヘンレ版について

ピアノ協奏曲
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ハイドンによる もっとも多く演奏される⼈気のピアノ協奏曲

当時の慣例と同様に、ソロ・パートにはオーケスト
ラのパッセージの低⾳（数字付き）も含まれていま
す。ソリストは指揮者でもあり、こうすることで⾳
を増幅して通奏低⾳を演奏することができました。

18世紀に流⾏したヴェルブンコス様
式を彷彿とさせる、情熱的な
「Rondo�all'Ungarese（ハンガリー
⾵ロンド）」。
わくわくする細部：ソロ・パートでの
ほぼ「騒々しい」効果⾳（150⼩節
以降）。

この作品は ...
ハイドンによる3番⽬にして最後のピアノ協奏
曲。
⾃筆譜が現存していないため、この作品の正
確な成⽴年⽉⽇は明らかではなりません。
1780年から1783年の間に書かれたと考えら
れていますが、その理由は1780年代初頭に
モーツァルトのピアノ協奏曲が成功を収めて
いたからかもしれません。
初版楽譜は1784年にウィーンとパリで同時
に出版されました。その後すぐにロンドンや
マインツなどでも出版されました。
この作品は、シンプルなモチーフから偉⼤な
⾳楽を⽣み出すというハイドンの芸術の典型
的な例です。

この⼈気の協奏曲の信ぴょう性について、初
版の出版後、ハンブルクの⾳楽雑誌で疑問が
呈されました。というのも、ハイドンの名の
元に出版された版があまりに多かったために
「少し疑わしい」とされたのです。
しかし「ハイドンに近い」写譜が、作品の信
ぴょう性を⽀持しています。
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